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第
３
回�

定
例
会�

住
宅
供
給
公
社
等
の
経
営
対
策
責
任
な
ど
質
す�

代
表
質
問�

出
資
特
別
委�

代表質問（要旨）�

一般質問（要旨）�

県
出
資
団
体
等
の
調
査
結
果
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
る�

公
社
の
経
営
対
策
の
責
任
は�

知
事
及
び
副
知
事
の�

給
料
等
の
一
部
を
減
額�

西
條
　
昌
良�

（
自
由
民
主
党
）�

森
田
　
悦
男
　�

（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）�

今
　
　
一
男
　�

（
民
主
清
新
ク
ラ
ブ
）�

●
質
問
者�

所
属
会
派
に
つ
い�

て
は
質
問
日
当
時�

　
平
成
十
八
年
第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
五
日

か
ら
二
十
七
日
ま
で
二
十
三
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
知
事
か
ら
は
、
平
成
十

八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
特
別
職
の
職
員

の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
及
び
知
事
等
の
給

与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
な
ど
、
ま
た
、
議
員
か
ら
は
、
出
資
法
及

び
貸
金
業
規
制
法
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
な

ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。�

　
代
表
質
問
で
は
、
公
社
の
経
営
対
策
の
責
任
、

県
南
・
県
西
地
域
の
首
都
圏
機
能
の
集
積
、
公

社
事
業
の
着
手
判
断
に
対
す
る
評
価
な
ど
に
つ

い
て
、
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
霞
ヶ
浦
の
水

質
浄
化
、
県
北
振
興
室
を
設
置
し
た
知
事
の
思

い
、
コ
イ
養
殖
業
再
開
に
向
け
た
取
り
組
み
、

知
事
が
目
指
す
産
業
大
県
づ
く
り
、
消
防
本
部

の
広
域
化
、
神
栖
警
察
署
の
新
設
、
Ｔ
Ｘ
効
果

の
全
県
下
へ
の
波
及
、
茨
城
衛
星
通
信
セ
ン
タ

ー
跡
地
利
用
、
県
西
地
域
の
豊
か
な
農
業
資
源

を
活
用
し
た
観
光
振
興
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。（
二
〜
四
面
に
掲
載
）�

　
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
及
び
公
社
等

支
援
に
係
る
県
民
負
担
抑
制
、
国
民
保
護
計
画

策
定
や
訓
練
、
本
県
の
医
学
部
入
学
定
員
の
増

員
、
メ
ロ
ン
の
重
点
Ｐ
Ｒ
の
成
果
、
住
宅
供
給

公
社
等
の
改
革
、
高
校
に
お
け
る
日
本
史
の
必

修
化
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
六
・
七
面
に
掲
載
）�

　
予
算
決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
付
託
案
件
及

び
こ
ど
も
園
認
定
の
た
め
の
指
導
、
県
営
住
宅

の
建
設
予
定
、
高
校
の
道
徳
教
育
の
指
導
内
容

な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
五

面
に
掲
載
）�

　
県
出
資
団
体
等
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
出

資
団
体
や
特
別
会
計
・
企
業
会
計
に
係
る
諸
問

題
を
踏
ま
え
た
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
報

告
書
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
最
終
日
の
本
会
議

で
委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。（
八
面
に

掲
載
）�

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
予
算
、
条
例
、
人
事
、

意
見
書
、
請
願
な
ど
二
十
八
の
議
案
が
可
決
、

同
意
、
承
認
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。�

議
員（
自
民
）　
第
四
期
の
霞
ヶ

浦
に
係
る
湖
沼
水
質
保
全
計
画

が
満
了
し
た
。
対
策
の
一
部
は

目
標
値
を
達
し
た
が
、
結
果
と

し
て
水
質
目
標
値
は
達
成
さ
れ

な
か
っ
た
。
そ
の
総
括
と
今
後

の
取
り
組
み
姿
勢
を
伺
う
。�

知
事
　
負
荷
削
減
に
つ
き
一
層

の
取
り
組
み
が
必
要
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
は
、
「
泳
げ
る

霞
ヶ
浦
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
、
昭
和
四
十
年
代
前
半
の

水
質
を
目
指
す
。
現
在
、
五
年

ご
と
の
水
質
目
標
や
そ
の
達
成

に
向
け
た
施
策
の
検
討
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

議
員
　
稲
敷
地
域
の
振
興
策
は
、

圏
央
道
と
霞
ヶ
浦
を
有
効
活
用

し
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今
後
の

取
り
組
み
を
伺
う
。�

企
画
部
長
　
圏
央
道
の
開
通
に

向
け
た
、
計
画
的
な
検
討
・
準

備
が
必
要
と
考
え
る
。
都
市
農

村
交
流
の
た
め
の
取
り
組
み
や

交
流
施
設
「
湖
の
駅
」
の
整
備

に
向
け
た
調
整
を
進
め
る
。�

（
ほ
か
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
の
創
出
、
勤
労
観
を
養
う
教

育
な
ど
も
質
問
）�

細
谷
　
典
幸�

（
自
由
民
主
党
）�

小
田
木
真
代�

（
自
由
民
主
党
）�

藤
島
　
正
孝�

（
自
由
民
主
党
）�

塚
田
　
規
夫�

（
無
所
属
）�

高
橋
　
　
靖�

（
自
由
民
主
党
）�

本
澤
　
　
徹�

（
自
由
民
主
党
）�

長
谷
川
典
子�

（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）�

井
手
　
義
弘�

（
公
明
党
）�

飯
塚
　
秋
男�

（
自
由
民
主
党
）�

●
質
問
者�

�

議
員（
自
民
）　
昨
今
、
「
格
差

拡
大
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳

に
す
る
よ
う
に
な
り
、
県
議
会

に
お
い
て
も
「
南
北
問
題
」
が

議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
見
れ
ば
、
茨
城
県
政

の
原
点
と
も
言
え
る
「
農
工
両

全
」
の
理
念
を
踏
ま
え
た
県
政

運
営
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。�

知
事
　
近
年
、
弱
者
へ
の
配
慮

に
欠
け
る
発
想
を
す
る
者
が
多

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
「
農
工

両
全
」
的
な
発
想
は
重
要
と
考

え
て
い
る
。
知
事
就
任
以
来
、

常
に
生
活
者
の
視
点
に
立
っ
た

県
政
運
営
を
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
「
人

が
輝
く
元
気
で
住
み
よ
い
い
ば

ら
き
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。�

議
員
　
今
定
例
会
に
は
、
住
宅

供
給
公
社
及
び
土
地
開
発
公
社

へ
の
財
政
支
援
策
が
補
正
予
算

と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。
巨

額
の
負
担
を
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
理
由
や
責
任
の
所
在
等

に
つ
い
て
、
県
民
に
十
分
な
説

明
責
任
を
果
た
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。�

知
事
　
今
回
の
対
策
は
、
こ
れ

以
上
問
題
を
先
送
り
す
る
こ
と

な
く
、
後
年
度
負
担
を
増
や
さ

な
い
た
め
に
も
必
要
な
も
の
で

あ
り
、
県
議
会
及
び
県
民
の
皆

様
方
に
ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

公
社
の
幹
部
の
責
任
は
当
然
の

こ
と
、
私
及
び
副
知
事
の
給
料

及
び
退
職
手
当
の
一
部
を
減
額

す
る
こ
と
に
よ
り
、
指
導
監
督

責
任
を
明
ら
か
に
し
た
。�

議
員
　
本
県
の
病
院
及
び
診
療

所
な
ど
の
医
療
機
関
数
や
医
師

や
看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者

数
は
全
国
的
に
も
低
い
水
準
に

あ
る
が
、
今
後
、
本
県
の
医
療

体
制
の
整
備
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。�

知
事
　
限
ら
れ
た
医
療
資
源
の

中
で
、
県
民
誰
も
が
身
近
な
地

域
で
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

医
療
機
関
相
互
の
機
能
分
担
や

連
携
体
制
の
強
化
が
必
要
で
あ

り
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
救
急
医
療
を
は
じ
め

と
す
る
医
療
提
供
体
制
の
一
層

の
充
実
に
努
め
て
い
く
。�

議
員
　
漁
場
環
境
の
悪
化
、
漁

獲
量
の
減
少
、販
売
価
格
の
低
迷
、

燃
油
の
高
騰
な
ど
、
水
産
業
を

取
り
巻
く
現
状
を
踏
ま
え
て
、

本
県
漁
業
の
振
興
に
向
け
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。�

知
事
　
本
県
漁
業
の

厳
し
い
経
営
環
境
を

踏
ま
え
、新
し
い
「
茨

城
県
水
産
業
振
興
計

画
」
を
策
定
し
、組
織

や
経
営
の
強
化
と
人

材
の
育
成
、
水
産
資

源
の
持
続
的
利
用
な

ど
、
五
つ
の
基
本
方

向
を
示
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
資
源
管
理

型
漁
業
や
栽
培
漁
業

の
推
進
、
人
工
漁
礁

に
よ
る
計
画
的
な
漁

場
整
備
、
魚
価
の
向

上
と
消
費
拡
大
な
ど

に
取
り
組
み
、
将
来

に
わ
た
っ
て
夢
が
持
て
る
力
強

い
漁
業
の
構
築
に
努
め
て
い
く
。�

議
員
　
県
北
山
間
地
域
、
利
根

川
沿
岸
の
猿
島
・
稲
敷
、
鹿
島
・

行
方
の
南
部
と
い
っ
た
県
際
地

域
の
持
つ
地
域
格
差
、
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
解
消
は
県
を
あ

げ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
困
難

で
あ
る
。
県
際
地
域
に
対
す
る

認
識
及
び
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。�

知
事
　
県
際
地
域
で
は
、
教
育

な
ど
、
分
野
に
よ
っ
て
は
他
県

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
県
民
が
選

択
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
や
、

現
時
点
で
県
域
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
受
信
で
き
な
い
地
域
が
多
い

こ
と
な
ど
は
残
念
で
あ
る
。
県

際
地
域
の
持
つ
地
域
格
差
、
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
、
特
徴
な
ど

を
十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら
、
魅

力
あ
る
、
住
み
よ
い
地
域
と
な

る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。�

（
ほ
か
に
、
行
財
政
改
革
、
交

通
体
系
整
備
、
農
業
の
振
興
な

ど
も
質
問
）�

「農工両全」の理念のもと進められた鹿島開発�

稲敷市から見た霞ヶ浦�


